
 

 

特別支援教育の充実について 
 

 

 

政策目標 

 

 

 

 

 

 

課題・検討の視点 

２ 誰一人取り残さない特別支援教育をめざして 

●本人、保護者の声 

・どうしたら上手に人と話せるか心配だ 
・友達をたくさん作りたいができるかな？ 
・「〇△学級に行くんだって？」と言われる我が子 

⇒ みんなに受け入れてほしい 

・大人になってから仕事に就けるだろうか？ 
・親が年老いた後、自立することできるか？ 

⇒ 社会的に自立していきたい 

●本人、保護者の夢や願い 

・人の役に立ちたい   ・働きたい 
・お金を稼いで自分の夢をかなえたい 
・一人暮らしをしたい  ・家庭をもちたい 
・仕事以外にも自分の好きなことをみつけてほしい 
・親亡き後も一人で暮らしていくことができる力をつけて
自立してほしい 

⇒ 自己実現して、社会でかけがえのない存在として

生活したい 

１ 子どもたちの夢や願い 

静岡市を障害の有無にかかわらず全ての人が自分の才能を発揮でき
る社会とするため、障害のある子もない子も共に学び、平等にその子の
才能を開花できる教育環境を 2030年までにつくりあげる。 

このために、障害のある子も本人の希望によって通常学級で共に学び
ながら、困難を克服するための質の高い自立支援の教育も受けられる体
制を目指して学校を改革し、子どもの可能性を最大限に伸ばす理想の教
育環境を整える。  
（１）インクルーシブ教育システムの構築を推進するためには、更に

どのような取組の充実が必要か。（◎） 

（２）困難を克服し、社会的に自立していく力を身に付けるために、

どのような支援が必要か。（○） 

（３）子どもたちが夢をかなえるために、才能をどのように伸ばして

いくのか。（◇） 
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療育施設等 

 すべての人が自分の才能を発揮することができる社会  

通常学級における支援 

◎ユニバーサルデザインに基づ

いた学習環境や授業づくり 

◎道徳の時間等を通じた共生 

教育の理解と啓発 

◎通級指導教室における個別

の支援 

◎看護師による医療的ケア 
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 知的障害学級における支援 

 

 

 

 

 

 

〇生活に密着した学習 

(例)生活に必要なスキル、 

時計やお金の使い方等 

 〇個の実態に応じた教科学習 

 

自閉症・情緒学級における 

支援 

 

 

 

 

〇ソーシャルスキルトレーニ

ング等の自立活動によるコミ

ュニケーション力の育成 

 

 

 

 

 

【課題】 

◎特別支援教育コーディネー
ターを中心とした校内支援
体制ができていない 

◎ユニバーサルデザイン化さ
れた誰にでもわかりやすい
授業の工夫が不足 

◎障害のある子の特性に合っ
た合理的配慮の提供が不十
分 

◎障害のない子が、障害のあ
る子と一緒に学ぶための技
能や態度が身に付いていな
い、無関心や特別扱いで自
然体の交流が少ない 

【
課
題
】
○
県
と
連
携
し
た
更
な
る
方
策
の
不
足 

就学前における支援 

〇発達が気になる子への早期発見・支援体制の整備 

〇発達障害者支援センター「きらり」における相談 

〇「幼児言語教室」における相談や指導 

〇「すくすくファイル」による情報共有 

〇こども園に特別支援教育コーディネーター位置付け 
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【課題】 

○学年相当の学習を保障する
時間割、教育課程が不十分 

◇多様化する中学卒業後の進
路指導について校内外の情
報共有ができていない 

【課題】 

○異学年が同一題材で学ぶこ
とがあり系統性が失われや
すい 

◇集団活動への参加機会、通
常学級と支援学級の双方向
の理解と交流学習が不足 

【課題】 

○障害の早期発見と早期支援体制の不十分 

○園と学校との支援情報の伝達不足 

○特別支援教育に関する園の理解度に差がある 

○養育や就学に関する保護者の意識に差がある 
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題
】
◇
個
別
の
支
援
情
報
の
共
有
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い 

◇
生
涯
に
わ
た
る
支
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い 

３ 現状の施策と今後の取組の方向性 

交流 

※ＰＴの個別調査による 

〇個に応じた学習環境の整備、教材教具の工夫 

〇１学級８人の少人数指導 

◇通常学級との交流及び共同学習の実施 

◇市内の特別支援学級が集まり運動会や学習発表会等を実施 

◇特別支援教育進路指導協議会による合同進路指導 

 

【課題】 

○異学年の児童生徒が混在することへの対応不足 

◇柔軟な在籍変更が可能な体制になっていない 


